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要  

当センターでは、1986年4月から文部省の研究留学生のための集中日本語研修コース  

（Aコース）の授業の一環としてマイクロ・コンピュータによる漢字CAIプログラム  

の利用を開始した。その後、デpタの見直し、プログラムの改良等を重ねてきたが、19  

巨柑年4月の主教材の変更、漢字教材の改訂等に伴い、漢字CAIプログラムも大きく変  

わった。本稿では、新しいCAIプログラムの開発意図およびその使用碇過を報告する  

とともに、コンピュータを使ったより効率的な漢字教育の可能性を探る。  

［キーワード］ 漢字CAI形 読み 意味 体系化 総合化 個別化  

1．はじめに   

「漢字CAlの試み」（1987）でも述べたように、漢字は日本語の中で最も難しいものの一つに  

敬えられているにもかかわらず、従来のヨ本語数育では、その習得は個々の学習者の熱意と努力に  

委ねられるのが常であり、教える側からの積極的、体系的アプローチが十分になされてきたとはい  

えなかった。特に、非漢字系学習者に村する漢字教育というのは、日本語教育の中で最も体系化が  

遅れている分野の一つであると言っても過言ではあるまい。出てくる漢字をただ一つ一つ書き取り  

させて覚えさせるという旧態依然としたヤり方では、学生の知的興味が刺激されないし、膨大な記  

憶容量が必要となり、効率も悪い。   

しかし、だからといって、漢字だけを取り出して集中的に教えればよいというものでもない。漠  

宇というのは、日本語の他の面、語嚢、文法、読み、作文、といったものと切り離して存在、機能  

するものではないし、また漢字の専門家にでもなるつもりでない限りは、単独で学習目的となるべ  

き性質のものでもない。多くの学生にとって、漢字の習得はあくまでも手段であって、最終目的で  

はあり得ないのである。   

また、最近のコミュニカティプ・アプローチーlなどで指摘されているように、何かを学習する際  

には、「何のためにそれを学習するのか」「何の役に立つのか」という具体的な動機づけがはっき  

りしていることが重要であり、学習者自身がその到達目標を達成できたかどうかをできるだけ日常  

的、実用的なレベルで確かめられることが必要であろう。漢字を何百も習ったのに、「それを使っ  

てこれこれができる」ということがないのでは、学習者を出口の見えないトンネルに追い込むよう  

なものである。もちろんその際にも、「これだけの漢字を習ったので、日本語の教科書の第7課が  
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読めた」というのよりは、「新聞の天気予報の欄が読めた」というほうが好ましいことは言うまで  

もないだろう。   

さらにおとなの人間が何かを記憶したり習得Lたりする場合、その記憶容量には限界があるため、  

知識をある程度体系化することが必要になる。そして記憶ヤ習得の方法およびスピードにはかなり  

の個人差が認められるので、どうしても学習は個別化せぎるを得ないことになる。一斉授業よりマ  

イクロ・コンピュータを使ったCAIのほうが効果的であるという理由もここにあるとよく言われ  

る。   

さて、以上のように考えてくると、漢字教育の今後の課題として、その「体系化」、文法、話し、  

聞き、読みなどの面との「絵合化」、現実の生活での「実用化」、そして学習者一人一人のペース  

や方法に応じた「個別化」という4点があげられよう。前の3点は、漢字の教材自体の内容、構成  

にも関わる部分が大きい2⊃が、漢字の練習方法や授業形態を決める上では「総合化」と「個別化」  

が重要な問題である。漢字を「籍合的」に学習させることについては、日本語の構造および表記と  

いうものにあまりなじみがない学習者の自習に完全に任せてしまうのは適当でなく、やはり経験の  

ある教師が指導するのが望ましいが、一斉授業で一人の教師が個々の学生のベースに完全にフォロ  

ーすることは不可能である。また個々の学生が自分のレベル、やり方、弱点、などを完全に把握し  

ていて、自習が非常にうまく機能していれば、わざわぎ教育の「個別化」などと言う必要はないこ  

とになるが、これもまた非漢字系学習者の場合、実際には困難である。そこで、学習者の個別学習  

を補助し、できるかぎり漢字学習を「体系化」「総合化」の方向へ誘導するものとして、CAIの  

あり方が検討されるわけである。   

加えて、漢字教育にコンピュータを使うことの利点は、一方的に教え込むのではなく、学習者自  

身に試行錯誤をさせてみるという学習者主導型の形態をとりながら、誤りは即座にフィードバック  

できるので、悪い癖をつける心配がないということであろう。文字ばかりでなく発音でも文法でも  

何でもそうだが、はじめの頃にいいかげんに覚えた悪い癖はなかなか抜けないものである。また、  

習ったことを学習者に達成感が得られるまで強化できることもCAIの大きな利点である。コンピ  

ュータは人間の教師と違って、疲れたりいやになったりすることがないので、学習者が納得できる  

まで何度でも練習を続けることができる。さらに、問題をランダムに出題する速さにおいては、と  

ても人間の太刀打ちできるところではない。   

当センターの日本語研修コースでは1986年以降、教育の分業、すなわち、樺械に任せられるとこ  

ろは機械に任せ、人間の教師は人間にしかできない得意なところに磨きをかけるという立場に立っ  

て、教材の改良、授業の改善、そしてCAIの実践と検討3Jを行ってきた。本稿では、その中でも  

特に、1989年4月以降の漢字CAIの問題を中心に、実践報告をする。  

2．ま宇CAlの位置づけ  

1988年の夏に、文法シラバスとコミュニカティプ■シラバスの2本立てからなる新Lい初級月本  
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語教材4一の作成が始まり、それと同時に、漢字CAIのあり方も検討されることとなった。基本方  

針としては、コンピュータの持つ利点、学習の個別化、フィードバックの速さ、ランダム出題の速  

さ、学習内容の定着を促す、という4つを最大限に生かLた形で漢字の読みを強化するCAIを目  

指した。そして、人間の教師が教える授業の方は、人間の得意なところを最大限に生かして、漢字  

の識字力を高めるための書き練習5′、より体系的、総合的、実用自勺な漢字練習、漢字を使ったゲー  

ムヤクイズ、読解、作文などに力を入れることとした。またクラスでは、漢字そのものを一つ一つ  

教え、完若させるというよりも、漢字の「覚え方」「使い方」「整理の仕方」といった、いわば習  

得方法のようなものを授業活動を通じて実践させ、身につけさせるということを射程に入れたつも  

りである。要するに、漢字教育に関していえば、CAIの部分が十分成果をあげていれば、授業は  

よりコミュニカティプでありえるはずだ、というのが現時点での我々の認識である。6｝  

1989年4月に新しく作成された漠字のCAIプログラムは、2つある。1つは、前述の新教材  

『NewSltuationalFunctionalJapanese』に準拠した漢字読み練習プログラム（詳しくは3節）、も  

う一つは、漢字教材 F馳SICKAN】用00K 基本漢字500』用（詳しくは4節）である。   

さて、1989年4月からのAコース（6ケ月集中日本譜研修コース）の授業は、＜囲－1＞のよう  

になっている。1日4コマ（1コマ75分）で、2日かけて主教材『New SituationalFunetional   

＜囲－1：授業の流れ 予習型＞  
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2コマ日 主に口頭で農習。キューも総力－ドなどが多く、  
文字ほ、板書に使われる程度  

同上  

宿題・C AIで確認したこと喜注意して漢字緋閂  

漢字教材を使って、導入。暮さ方、覚え方、使い  
‾ムなどの形で  

鮨与謂た、．志さ複昌子墓誌㌻  

書 巷説  
み、チエ メタ■ シートをやって‾くる。（予習）  

主に口頭で練習。ヰユ【も桧や写真虻どが多く 文字lま使わない。  
同上（ドリルからロール▲プレイへ。モデル会話  

の流れの確認もする）  

モの課で習った文法知識や会話ストラテジー等を  
使って、活動をする。  

レポート文の読み練習（書誌練習）  

漢字教材を使って、導入。書き方、覚え方、使い  

表芸開票畏、1孟子福島子基違㌻‾ムなどの形て  

文法ドリル2  

学習者の自習  

2日目   
1コマ目  会話ドリル l  

2コマ日 

3コマ目 

4 コマ目  

学習者の自習  
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Japanese』の1課を終える。教材は原則として自然な表記（漢字で書くべきところをひらがなに  

したり、漢字部分とひらがなの混合にしたりするような不自然さは避けた）で書かれ、漢字にはふ  

りがながふってある。1課に約12語～15語程度の新出藻字を含んだ語が“KarljL WOrds to read．’  

として導入され、その語はふりがなをはずしてある。謀を追うごとに読みかえも増えていき、13課  

以降は、それまでにふりがなつきで出てきた語のうちで頻度の高いものはふりがななしになってい  

る。これらの漢字語については、読んで意味がわかればいいこととし、それ以上は要求しない。な  

ぜなら、主教材は会話のための教材であり、授業中はすべて口頭で練習が進むので、草生がその本  

を使って予習したり復習したりする時のみ、読む必要が出てくるからである。これらの漢字語の読  

みは、ふつう学生が予習してきて、1日日の最初のコマ、CAlの時間に読みと意味が分かってい  

るかどうかチェックされる。漢字の書き方、覚え方、使い方といった練習は、独立した漢字教材  

FBASICKANJIB抽K 基本漢字500』Vol．1と2（45課）を使って、1日の最終コマに行われ  

る。  

1日目の漢字CAIでは、後で紹介する主散村の漢字読みプログラムと、その次に紹介する漢字  

教材用プログラムを使用している。2日目の最終コマでは、整理、演習用に服部セイコーのCAI  

ソフト7⊃のJKシリーズを適宜使用することが可能である。いわば、予習確認用のCAIをメイン  

に、整理・復習用のCAIをサブに使っている。このような使い方は、どちらかというと、進度の  

遠い学習者に向いているようである。   

それに対して、進度の遅い学習者の場合、あるいは捉介語としての英語が不十分であるため、英  

語の文法ノートを自分で予習することが無理な学習者の場合は、授業形態もCAlのあり方も、  

＜囲－2＞のように復習型にならざるを得ない。授業はなるべく喋介語を使わず、絵やジェスチャ  

ーなどで状況説明を補いながら進める。2日日長彼のCAIのクラスも、主教材の漢字CAIと文  

法CAlをこなすのが精一杯で、漢字教材用のCAIが手つかずになることもある。したがって、  

2課に1回（1週間に1回）ぐらい、復習の日を設けて補っている。  
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＜周一2：授業の流れ 復習型＞  

前日   亡 
1  

1門マ目亡 

2コマ臼 

3コマ日 

杏
一
 
 
テ
 
 

材
楓
ル
d
 
 

救
t
デ
る
 
 

字
サ
モ
や
 
 

渡
る
、
を
 
 

た
く
み
ト
 
 

し
て
琵
一
 
 

－
習
っ
を
・
r
 
 

農
や
ト
・
 
 

を
鼻
ニ
ケ
 
 

方
習
ノ
ツ
 
 

き
襖
撞
王
 
 

暮
み
文
チ
 
 

で
誌
の
、
 
 

ス
と
材
き
 
 

旦
習
戟
間
 
 

ク
襖
書
 
 

①
皇
血
ヲ
 
 

書≡ヲ宮下菅竺亡霊宗壷も轟憲章警㌘明も行う。  
ロ執農習に讃する。   

会話チェック■ シートの出来を確認Lながら、 口頭で＃習ナる。  
濃宇の読み凛習（フラソシュ・カードで）  

墨書警誓毒害了訪芸去モ≡孟苧こ髭香油  

4コマ日   

l   

学習者の自習  寒空義開蔓延警豪華ヲ左tなどを復習してくる  

2 
l  

7日 主に口頭で練習（ドリルからロール・プレイへ）  

2コマ目 
屋号雫瑞宝章菅㌘蹟や会話ストラテジ汀等を  

守L苦悪書潮  
レポート文吼読み♯習（音読練習） 墨書誓重苦詣き芸墓重量苧  

音粟軍雷書菅望写真琵雷撃守門表替F）   

3 コマ目  

字CÅⅠ  4 コマ臼  

文法C AI  

1  

学習壱の日習  l  

次の口  

当センターでの漢字教育の特徴は、主教材に出てくる漢字の「読み」指導とそれを2～3週間ほ  

ど扱から追いかける形で独立した漢字教材を使い始め、「書き」「読み」「使い方」の整理を指導  

していく、という2本立てになっていることであろう。主教材に準拠Lた形の従来の漢字教育では、  

どうしても提出漢字、提出順などに航路、必然性がないことになりがちである。読めるペき漢字と、  

書く基本となる形の漢字との間のギャップの問題もある。漢字をゼロから体系的に数え、漢字の運  

用力をつけ、読解のための漢字語嚢にまで進むために開発された漢字教材と主教材との2本立て路  

線は、1986年から一貫して変わっていないが、現在までのところ成果をあげているといえる。漢字  

教育が日本語のコース全体の流れの中で占める位置は、く同一3＞のようになっている。  
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く囲－3：日本語コース（初級）の流れ＞  

1コマ冒・－ ヨ コマ日（主教材）   4コマ日（漢字・読みクラス）   

1】麿目  オリエンテーションt ひらがな導入・テープ聞き取りによるプリセ ノショ ン   

2】眉自  Ll～ L3（前半まで）   ひらがなの定葛   

3週日  L：I～ L4・復習クイズ   かたかセの導入  （JKl）   

d頭目  L5 ～ L7（前半まで）   漢字教材⊥】、L占 （JI（l）   

5娼目  L7・－ L8・復習クイズ   漢字教材L6～L9 （JKl）   

6慮日  Lg － Llユ（前半まで）   漢字教材LlO～Lll（JK4）   

7過日  L11～ L12・復習■ テスト1   漢字教材L15～Llg （JK2）   

針週目  L13 － L15（前半まで）   漢字教材L20－L21 （JK2）   

9過日  L‖i－ L18■復習クイズ   講芋教材L25～L門 （JK3）   

＝）眉目  LIT － L19（前半まで）   漢字教材L帥－L31（JK8）   

11週日  L‖「－ L20■復習クイズ   漢字教材L35～L39 （Jl（d）   

】2週日  L21－ L23（前半まで）   濃宇教材L18→Lll（JK5）   

】3i型目  Ⅰ．2い復習・テスト2   漢字教材L45・復習 （JK5）   

‖過日  

1  

銅週目   

操字数材の開始時期は、毎回学習者の梯子を見ながら決めるので、学期によって必ずしも一定し  

ていないが、だいたい2”3週目のところに落ち着いている。もちろん、進度もクラスによって異  

なってくることは言うまでもない。過去には、14週目以降、読解練習に入ってからも、漢字教材が  

まだ終らず、使い続けていたクラスもあった。漢字教材の内容を主教材から独立させた形にLてあ  

るので、たとえ予定通りに進まなくても、適宜他の教材と組み合わせて体系的な漢字学習を続ける  

ことができ、また漢字教材用のCAIプログラムで自習もできる。  

3．TNewSituationalFunctionalJapanB＄e』の漢字読み練習プEjグラム  

1989年4月から主教材が変わったと同時に、それ以前に作った『きそにほんごかいわ』の藻享C  

A fプログラムのデータを大幅に入れ替えなければならなくなった。そこで、従来の漢字CA rプ  

ログラムに対する学生の声をヒントなどに生かし、さらに学習の個別化を進めるよう分岐を考え、  

習ったことを強化するための復習も増やす、という目的でコースウェアの改訂を行うことにLた。  
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新しい教材rNewSituationalFunctionalJapaneseiの漢字読み練習7’ログラム（以下、FNS F  

Jの漢字jプログラムと略す1の形式、内容、およびデータ入力に関しては加納が担当し、BAS  

IC言語によるプログラミングは大坪が担当した。  

3．1 プログラムの意図と特色   

新しいプログラムを作成する意匝‖ま、前述のように学習の「体系化」「結合化」「実用化」「個  

別化」を進めるということであった。では、その特色を前のプログラムと比較Lてあげてみよう。  

あくまで漢字の「読み」練習用プログラムであることは前作と同じである。   

『きそにほんごかいわ』の漢字CAlプログラムでは、答えを間遠った場合のほかに、用意した  

4つのヒントを見た場合にも、見た回数分だけ、その間題の漢字語があとで繰り返し出題されるこ  

とになっていた。これは、まだ正確に覚えていない漢字および自信のない漢字の記憶を最大限に強  

化しようという目的で設計されたもので、学生のアンケートでも、漢字のできる学生からはかなり  

その意図が評価されていたが、反対に漢字が不得意な学生にはいたって評判が悪かった。全問に正  

解しないと、1つの課の練習が終了Lないため、あまりよく覚えて来なかった学生は、正解に行き  

着くまで何度も回答し、その回数だけ同じ問題に遭遇しなければならない。ヒントを見ても、見た  

回数だけ繰り返さなければならないので、「ヒントは見たくない」とか「見るなら、4の正答だけ」  

ということになり、当初の作成意囲であった文脈からの類推力をつけるヒントや意味のヒントなど  

が生かされない結果になってしまった。特に、復習プログラムの場合は、5課ごとにまとめてラン  

ダム出笥されるため、問題数が50から100近くにまでのほることもあり、そこで間違ったりヒント  

を見たりしてしまうと、やってもゃっても終らないという蟻地獄に落ち込んだようなものであった。  

蟻地獄を這い上って、藻字に自信をつけるたくましい学生もいるにはいたし、できる学生を甘ゃか  

すこともないが、「こわくて復習プログラムには入れない」という学生を救済するために、遺すじ  

を2つに分けることにした。いわば、個別化へのささゃかな相応のために分岐を作ったわけである。  

これが、後に3．3で詳しく説明する「やさしい先生」のプログラムと「きびしい先生」のプログラ  

ムである。   

また、ヒントの内容も検討し、改良した。前の漢字CAIプログラムでは、ヒント1がその漢字  

の語を使ったやさしい文、ヒント2が教科書に出てくる文、ヒント3が英訳、そして最後が正答に  

なっていた。今度の新教材では、できるだけ自然な会話をモデルとして採用しているところから、  

教科書の文は省略や縮約形などが多く、くだけた調子で、漢字を実際に目にする場面で使われるよ  

うな書き言葉の丈ではない。それで、『NSFJの漢字』プログラムでは、ヒント2を教科書から  

とることはゃめ、ヒント1にその語の文中での用法がよくわかるような基本文、ヒント2は、その  

語の意味が類推しやすいような文、とした。前者は文法知識と漢字知識との総合化をねらったもの  

であり、後者はさらに類推力の強化をねらったものである。メニューで「やさしい先生」のプログ  

ラムを選べば、ヒント4の正答比外のヒントは無条件に見られるため、漢字の弱い学生がかなりヒ  
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ントを使うようになり、成果をあげている。   

なお、『NSFJの漢字』の復習プログラムは、次のように改良された。以前は、ただ5課ずつ、  

そこに出てきた漢字語をランダム出題するという形式だったが、それはそのまま残し、その他に動  

詞だけの復習、形容詞だけの復習というのも作り、メニューで選べるようにした。その場合のヒン  

トは、いっしょに使われる格助詞の情報、活用の情報、自動詞と他動詞の対応や意味的に対になっ  

ているものなどを出し、文法と漢字、語彙体系と漢字、などの総合化に役立てようと試みた。さら  

に、実用化の意味で、教科書では「読む漢字」として導入されていないが、日常的によく見る動詞、  

形容詞の漢字練習も足した。文を読む時、その述語部分が読めなければ、主語や補語になっている  

名詞の類推もむずかしいからである。  

3．2 コースウエア全体の構成  

『NS FJの漢字』プログラムは、次のような構成になっている。  

＜図－4：プログラムの構成＞  

rさびしい先生」→ 一丁よr・ナ川‘－→ 腰骨画面へ  

正写   一 次へ  

柑IHTl  

ローマ字人力 一  日川T 2  

】l‖一丁 3  

】‖HTl  

誤答  

→ 正答後、後で  

もうl庶出l已  

「やさLい先生」→ hly・ナ川－一一 練習画面へ  

正答   → 眈へ  

ロー丁字入力 ーー  酎用一 己  一一 正答後、次へ  
1
 
．
1
 
 

H
T
 
m
答
 
 

馴
 
朋
 
説
 
 

一 正筈後、観で  

もう1庶出題  

→J二1－・ナ川‘一 一 腹習画面へ・m川T111～3だけ  

1＝ LESSOl】－l ・誤答め場合のみ、  

2・LESS州 ら 一 月   もう1度出題  

8．LESSOH 9 －1ヱ  

4．LESS【IHl‡一 川  

5・LESS【lH11一 川  

‘ LFSSOH 2l山 門  

T：HSFJl－1Zの勤拘  

dニ 〟∫fJ】∫－ gぎの斬顔1  

9：その他の玉木勤拘  

川：HSFJl一 日の形葡萄  

［4課すつ手棄習］  

f勒拘■形容詞】  
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3．3 「新しい課」のプログラム   

前ページのく図－4＞をみればわかるように、『NSFJの漢字Jの新しい課を1課すつ練習す  

る場合は、まずメイン・メニューで「1，新Lい課」を選び、さらに「1．きびしい先生」か、「2、や  

さしい先生」か、を選ぷ。＜囲－5＞  

のように画面が流れ、レッスン番号を  

入力すれば、練習画面になる。  

＜囲－5＞  

1，Ⅳet】一塁≦0∩（斬Lい凛）  

2．Revi七■（復習）  

111tlor 27■  

「きびしい先生」を選ぶと、練習画面  

の右上に「きびしい先生」と表示され、  

そのモードで練習している学生は、心  

なしか誇らしげに見える。「きびしい  

先生」は、ヒントを見た上での正答は  

まだ理解が不十分と見なして、後で強  

化のためにもう一度出題するので、ヒ  

ントを見れば見るほど、出題数が多く  

なり、時間がかかる。したがって、  

「きびしい先生」の練習を短時間で終  

われる学生は、ノーヒントで正答した  

可能性が高いわけである。  

rhjch do you Tant．4 弓tTIct tea亡her or i慮亡ntlc Le且CLl亡rウ   

主 Istrl∈t te且亡her（きびしい先生h ■h亡n rOU ■ike 801七 tl召tike5  

0r ▼h帥 yOu ＄eeinr hint与．yqu b〕叩 t（－ repe■t thモ qU朗tion  

2 A g亡爪t王8 teユ⊂her（やさしい先生1：■hen∫ロu■ik七日○■e ■l石take＄  

Or ■h引IyOリ封如 the h童【t 4（且ns叩り．即川［b封圧10 Fep亡it【h亡  

quesllDl1  

日jtlロr 2ワ ■  

Print your桐■t．p【七i与e？GO田川C‖EY  ←名前を人力  

He‖01飢相加Cl】EVt  

▼h】eh】亡＄＄On dq you■i【t 一口prie11亡eワ■ ←澤戦（1－2写）を人力  
「やさしい先生」は、ヒント1（基本  

文）、ヒント2（文脈から意味を類推  

できそうな文）、ヒント3（英訳）を  

見て回答することを許してくれる。た  

だし、ヒント4（答え）を見たり答え  

を聞違えたりした場合にはその問題が  

後でもう1度強化のため出題される。  Yoll⊇∩石丁七r●dl：［ti■e琴一  

丁hel川■bモー O†亡Orr即t コ∩6■erSire13  

Th自 j＝‖b亡r Or ■10叫inS■¢「さ art O  

The pertenlユーei石11川t．  

帥－【ト5】キ←で笥l直面にもど右  

練習画面の上には、正答数と誤答数が  

表示され、その課の練習が終了すると、  

最終画面で正答率が出る。  

「きびしい先生」、「やさしい先生」とも、画面右上にそのモードが表示されるのみで、練習画面  
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そのものの内容は同じである。入力域には、出題された漢字語の読みのひらがなの致だけ下線が出  

るので、そこにローマ字で人力すると、ひらがなに変換されて表示される。正しければ、リターン  

・キーで確完し、もう一度リターン・キーを押して入力終了である。この二度のリターン・キー操  

作は、掛二輪めのころ、ローマ字綴りとひらがな綴りを一鼓させること（促音、撥音、拗音、長音  

などの間違いが多い）と後になってからは、単純なタイピング・ミスを回避するのに役立つ。  

く図－6＞  答が正しければ、「Ok！veryGood！」、  

間違っていれば、「Wro昭！Try agaln！」  

というメッセージが画面右下に出る。  
やさLい先生  

C（】rr亡亡l＝ S  ■r叩■ ＝ 2  

1］1t 上 forJbiSE亡 Ee11teF］Cd u＄111（th亡 TOrd．Z for inOtr）亡r eX”pl亡  

宏8nlen亡e．9IoTits EnEllB7t tr？Tlllさtlon：‖川Ilor tbc？11年■er  

専・門  
誤答の場合は、間違っているひらがな  

の下に「×」、正しいところには「O」  

が表示されるので、次に答える時は、  

それがヒントになる。  

答がわからない時は、ヒントを見るこ  

とができる。その語の英訳が知りたけ  

れば、「3」のキー、その語の文中で  

の使い方が知りたければ、「1」のキ  

ー（例文を見れば、その語が名詞か、  

動詞か、形容詞か、というヒントにな  

る）、その語の意味を日本語で類推L  

たければ、「2」のキー、というよう  

に使うことができる。全く覚えていな  

い場合は、「4」のキーを押し、正答  

を見て、その場で覚えるほうが時間の  

節約になる。ただし、学生の中には、  

CAI画面のヒントを積極的に使い、  

コンピュータに教えてもらいながら練  

習を進めるタイプと、あくまで自力で  

回答しようと、参照用のノートを準備  

してきたりするタイプがおり、面白い。   

やきしい先生  
C（Ir一郎t 亡 8  ■ron■ ＝ 宝  

HI11foTiba＄lc 亭書目tent● 掴iれIlhe ■Ord．2 ror ■IlOt】】モr tli｛pl七  

会ent亡7）C亡．3 for：t畠 EnLli畠h tr▲n占lltl（】711JldlfoIL the th畠teT  

書 門  

せ ん も ん  
0〔〕0（〕  朋‖1日ry Go（】dl  

やさしい先生  
Corr亡¢t ＝ 5  ■ro11g，‡  

lll【1roriba5】亡 写印ten亡e uSin上 the ■Ord．2†ロr 抽Other ex川Pl七  

ちent亡n亡亡，3 foTitz；E叫IIsh ttl且FLS！AtlOn？ndlfor theinSter．  

専 門  

旦11旦＆  

⊂）× 0（〕  ■ron■l↑ryilijn！  

Ⅵ川Tl 田中さんの専門は種済（けいぎい）ですd  

HIHT Z 山下さんの専門は何でナか。 コンピュータです。  

‖lHT 3 0n8t6 fie】d or stじ巾  

111HTl・せんもん  
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3．4 「復習」のプログラム  

メイン・メニューで「2．復習」を選ぶと、＜団－7＞のような流れになる。  

『NSFJ』の1課から23課までは4  

課ずつまとめて復習の課があるので、  

そこまでに習った漢字をまとめて復習  

するチャンスである。サブ・メニュー  

で、どの4課分を復習するか、1から  

6までの数字で選ぷ。センターの日本  

語コースでは、4課ごとにクイズを行  

っているので、学生はクイズ対策用に  

この「復習」プログラムをよく利用し  

ている。  

4課ごとの復習では、細切れすぎるか  

ら、もう少し大きく括ってほしいとい  

う要望に応ずるため、いろいろと方法  

を考えたが、結局、文を読む時、述語  

部分・が読めないと、他の部分の類推も  

むずかしくなる、ということから、述  

語となり得る動詞、形容詞の読み榎習  

プログラムの形にした。  

あくまで復習なので、ヒントは1－3  

までしか見ることができないが、どれ  

を見ても、正答すれば次へ進める。  

＜囲「7＞  

Thi亡hlesso】t8doJO］T】几t t（）Pr▲亡lI亡e？  

le島台0鳳舌 l山 4，hlll  

le8SO】t事 5 －l．hIt 2  

le880】t5 ウ ー12．b‡lヨ  

Ie6SO】1t13 －18．h【tl  

I¢邑亭○¶召1T －川．h王t 占  

】esso11台 21」‖．h壬16   

to prietl亡亡  

to p‖咤‖ce  

to prl亡ttC七  

【o practt¢モ  

to pri⊂tt亡8  

to pr■亡t【亡e  

‖「y¢U ■且nt  

】r 一口u ■且【t  

‖ト 〃川 ■ant  

】r y¢U ■ant  

】f ブロu ●▲ht  

】r y（川 ▼蜃几t  

Ⅰ†∫0∪ ▼ユnlto pri亡tlee Verb亭In【SFJl－12．hlt T   

ll叩U ▼anlto pri亡tl亡亡YerbsInlSFJlト2】．hitl  

‖」用U ▼ant tO Pri亡Iice oth亡r b⊇5l亡 Verb毘． hlt 9   

】r∫0∪ ▼ユnltq pr⊇⊂1I亡e山】′I川 日鋼SFJ卜川．hItlO  

■ 一散字を人力  

復 習  
CoTr亡⊂t ≡＝・い  Irorll≡13   

XILlforibき＄lC Sent亡nC亡 uSin（the TOrd．2 ror tt］l∋ SenterL亡e  

ちtrLECLur夢．3 foTit与 EnEllsh tr▲n毛1itlon NDT．rOU CiLlrtOt 石ee  

the；l几6■dr b8ClllSe th16 j＝；▲ reYit▼ 石門Sion．  

相 談  

軋川Tl．ちょつとご相談があるんですが。  

田川T 2・論文について先生と相談しました。  

HINT さ：C01柑Ⅱ】tatioll  

「7」は、拍SF】』の各課に出てくる読む漢字のうち、  

む練習である。「8」は、13課から23課までに出てくる動詞  

1課から12課までの動詞（51語）を読  

（54語）で、「9」はそれ以外のよく  

使われる基本動詞（50語）を練習させる。「10」は同じように1課から18課に出てくる形容詞（28  

語）の練習が現在できているが、最終的には動詞と同じように．「Adj／ⅣAlnNSFJIT12，hlt  

lO」、「Adi／NAiTL NSFj13－23，hitll」、「Other basl仁Adj／NÅ．hlt12」という形にする予定  

である。   

動詞の復習の場合には、ヒントの内容を変えて、動詞を覚える際に必要な文法や意味、使い方な  

どの情報を付け加えた。く図8＞がその練習画面とヒント例である。  
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＜同一8＞  

復 習  

Corre亡t ＝ 31  lrong … T   

Hitlfor a basic ＄entenCe u＄ing the YOrd．2 for the sentenc  

structure．3 forits EnElish translation．NoY，yOu CanrLOt SeC  

the ansYer because thi＄is a revieY ＄e＄Sion．  

届 け ま す  

H一打Tl：この荷物妄うちに届けてください。  

H川T2：tSubject】が［goal］に【object】を 届ける  

H川T3：tO deliYer Group 2 → 届く vi   

動詞はすべて「ます形」で出題し、ヒント1は文中での使い方を見るための例文、ヒント2はそ  

の動詞のとる格情報（必須格のみ）と辞書形、ヒント3は英訳のほかに、動詞の活用によるグルー  

プを加えた。自動詞には対応する他動詞も表示し、「貸す」には「借りる」「返す」というふうに  

意味的に村になっていたりグループとして覚えるほうが便利なものも表示することにした。これら  

は、特にまだ文法あるいは総合力の弱い学生に好評である。   

実は、1989年4月からは文法CAIでも、学生にローマ字入力させたものを画面表示の段階で漢  

字かな混じりにする、という試みがなされており、漢字認識、文認識上の成果をみているところで  

ある。このような日本語の個々の面の力を総合化していく練習が、CAIのあり方として今後さら  

に検討課題となろう。   

さて、形容詞の読み練習では、ヒント3の英訳に反対語を加えて表示する。   

い形容詞の場合は、その漢字1字の音読みが頃魔の高い語を形成していることがある（e．g．大  

きい→大学、長い→長時間／社長、古い→中古など）ので、ヒント2はそのような情報にした。ヒ  

ント1は、例文である。   

な形容詞の場合は、ヒント1、ヒント2とも例文になるが、できるだけ名詞修飾の用法とそうで  

ないもの、過去形ヤ否定形など、違う形のものを多く出すように努めた。次のく図皿9＞は、形容  

詞の練習画面である。  
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く周一9＞  

復 習  

Correct ＝18  ▼rong 王 9   

Elitlfor a basic sentence u百ing the ■Ord．ヱ for the serLtenC  

StruCture．3 forit＄ Engli＄h tr3nSlatioR．NoT，yOU CanrLOt See  

the ansYer because thi占is a revieY SeSSion．  

新 し い  

H川Tl：新聞に新しい革の写真がある。  

H川T 2：新ごシン：新聞（しんぶん） a ne廿印aper  

月川T 3：neⅦ －→ 古い  

僅習  

Correct ＝12  甘rong 冨12   

rlitlfor a basic sentence using the YDrd．2 for the sentence  

St，Tu亡ture，3 forits EnElish tra71Slation．Tfl）1l．yOu CallnOt See  

the ansver becaL（Se this is a revieY Se＄＄ion．  

静 か な  

H川Tl：私は静かな苦楽が好きです。  

削川T2：京都は静かで、とてもいい所でLた。  

H川T3：quiet ←→ うるきい（noi＄y）／にぎやかな‖ively）  
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4．漢字教材FBASIC KAHJIBOOK書手漢字500』用の学習プログラム  

4．1 プログラムの意図   

『TotalBasIC Kanjij は、漢字教材 rBASICKANJIBOOK 基本漢字500』vol．1と2をプロ  

グラム化したものである。前述のように、筑波大学留学生教育センターのAコース（6カ月の集中  

日本譜研修コース）では、二本立ての漢字学習カリキュラムが組まれている。一本は、前節にある  

『N S FJの漢字』プログラムである。そしてもう一本が、この FBASICKANJIBOOK 基本漢字  

500』のプログラムである。『New SituationalFun亡tLOnalJapanese j が主教材であるのに射  

し、FBASICXA町B（XⅨ 基本漢字500』は副教材の位置にある。従って学生は、まず主教材の  

学習を第←とすることを求められている。   

実際、 rNew SituationalFunctionalJapanese j では、一課にほぼ二日かけて、「Model  

ConversationJ「ReportJ「Structure DrillsJ「Conversation DrlllsJ「TasksJ「Kanji  

words to read」を教室で行うので、そのた捌二学生は宿題として「NewWordsandExpressionsJ  

「Gr且mmar NotesJ「New Wordsin DriLIsJ「ConversatlOn Notes」などを読んでくることを  

義務づけられている（2節にある＜図－1＞と＜囲－2＞を参照）。学生は教室と自宅の学習時間  

のほとんどを『New SituationalFunctionalJapanese』に費ゃさなければならない。   

しかしながら、漢字教材 rBASICKANJrBOOX 基本漢字500』の学習も、学生の日本語学習の  

将来を考えれば、軽視できない。中級、上級へ進むにつれて、非漢字圏の学生の弱点はほとんど漢  

字に集中すると言っても過言ではないからである。  

そこで、まだ漢字学習のみにあまり長い時間を使えない学生のために、コンピュータを使った自  

習によって、この副教材を学習するプログラムを作成した。全体の構成と練習の形式とデータ人力  

については清水が、プログラミングについては張暁雷が担当した。自習の場合、特に「予習」にお  

ける語の形と語の意味との一致、「練習」における語の読み、「復習」における文中の語の読みな  

どが可能である。もちろん教室でも、一課につき一コマ（75分授業）を費やすが、漢字10～15字と  

それら漢字の語彙30－50語を、時間内に読めて書けるようにするのは容易でないし、また効果的で  

もない。むしろ授業は、語彙の使い方、読み物、作文などに使うほうが望ましい。   

rTotalBasIC Kanji」は、学生が自分に合ったやり方で、「予習」から「復習」まで、特に  

語の形と意味、形と読みを一致させることを意図して作られたものである。  
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4．2 プログラムのポ成と特色   

プログラムは大きく分けて「予習」と「練習」と「復習」の三つの部分からなっている。次の国  

はその構成である。  

＜囲－10：rTotalBasi亡Kanji』全体の構成＞  
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1漢字の予習 →レサスンナ川‘－ →  

之漢字の練習→  1意味練習一h㌫け川一－→  pTa亡tice（意味喜英語で人力l  

readIng（ひらがなで読み）  
amsTer（英語で意喋）  

help・→   

e爪d  

2読み練習→ レースンけ几‘－→  pra亡ti亡e（荒みをひらがなで人力）  

meaning（英語で意味）  
ans一缶ー（ひらがなで読み）  

hiれt（星雲の末習部分の萌藩」  

3学習終了  

3 喪字の復習→ hユツナ汀－→  pra亡tice（文中の語をひらがなで入力）  

himt（文の英訳）  

a爪S▼er（ひらがなで読み）  

neIt ▼OTd  

爪elt ＄ent．  

e皿d  

そして、その流れは次のようになっている。  
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く図11：プログラムの流れ図＞  

－
ぴ
C
－
 
 
 



「予習」  文字入力をしない。  

「†」と「l」と「リターンキー」のみで、語の形と意味、語の形と  

読み、語の形と意味と読みを一致させる。  

「練習」 語の意味や読みを、英語で人力したり、ひらがなで入力したり  

して、覚える。  

「復習」 文中の語の読みをひらがなで入力しながら、その文の意味を理  

解する。   

下の＜囲－12＞の第一画面では、学生はまず「予習」と「練習」と「復習」のどれを学習する  

か決める。第二画面では、『BASICXANJIBOOK 基本漢字500』vol．1と2の中から、どの課を学  

習するかも決める。  

く図ル12＞  

メニューをえらんでくだきい（＄elect the t一札u）  

1：漢字の予習（pr即l即）  

4：ホ宇の撫習（pr弼tl亡七）  

丁：漢字の復習（reYi帥）  

9：学習終了（モれd）  

レノスンナンバー（Ⅰ－4 5）：  

（l亡き＄O n n um bl：r）  妄こ  

プログラムの特色としては、次のようなものがあげられる。  

1．陀ASICXANJIB00Ⅹ 基本漢字500』を予習していなくても、コンピュータの前に座るこ  

とができる。  

2．「予習」において、フラッシュカード式に意味や読みをスピード確認することができる。  

3．「予習」において、学生のレベルに応じて、あるいは、到達目標の違いによって語の形と   

意味のみ、語の形と読みのみ、または語の形と意味と読みの三つを一致させる学習ができ  

る。  

4．覚える作業の遅い学生には、「練習」の「意味練習」において語の意味を英語で人力しな   

がら覚え、その後同じ「練習」の「読み練習」において語の読みをひらがなで人力しなが  
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ら練習できる。   

5．「練習」において、語の未習部分の漢字に「help」の「hint」でその読みが出せる。   

6．「練習」の最終画面で、二回入力してもできなかった語のリストが出るので、学生はノー  

トにとるなり、画面を読むなりして覚えにくい語の確認ができる。   

7．「復習」において、文中における漢字の語の音訓識別読み能力を養うことができる。  

4．3 「漢字の予習」  

く国－13＞   

従来のプログラムでは、コンピュータの前に直る前に、ある程度語の読みを予習しておかないと、  

コンピュータ学習に必要以上の時間をかけてしまうことになった。これは漢字学習にあまり時間を  

費ゃせない学生、自分で予習ができない助けが必要な学生には、妨げとなってしまう。そこで予習  

の「覚える」作業もコンピュータでできるようにしたのが、「漢字の予習」である。   

まずく囲－13＞の第一画面で、語にこでは「女の人」）が出る。画面左上の「Ⅳ0．31－19」とい  

うのは、この課の漢字の語彙は31語で「女の人」という語は19番巨＝こ画面に出た語という意味であ  
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る。「女の人」という語についてその意味が知りたい時は、右上の「meaning」の上にカーソ  

ルを動かL、リターンキーを押すと、「aWOman」と出る。またカbソルを「readlng」に動  

かし、読みを出すこともできる。（図13の縦の流れ）   

この「予習」で特徴的なのは「next word」の機能である。「neXt WOrd」へは、意味や読  

みを見る前の画面（図－13の上）からも、語の意味を見たの後の画面（囲の中）からも、語の読み  

の画面（凶の下）からも移ることができる。であるから「next word」の機能によって、＜団－14＞  

のように、三通りの進め方が可能である。  

＜図－14＞  

（方法1）   （方法2）  （方法3）  

語Aの意味  

J  

語Bの意味  

l  

語Cの意味  

語Aの読み  

J  

語Bの読み  

J  

語Cの読み  

語Aの意味→語Aの読み   

l ∠ l  
語Bの意味→言吾Bの読み   

J ／ l  
語Cの意味→語Cの読み  

また、上の（方法3）に関しては、読みから意味への繰り返し、という反対の方法も考えられる。   

予習の段階では、いろいろなレベルの学生がいると考えられる。また語によって意味が分からな  

かったり、読みが分からなかったり、あるいは意味も読みも分からなかったりするわけで、このプ  

ログラムはこれから学習を始める学生の既習の知識のばらつきを正すのにも役に立つと思われる。  

4．4 「漢字の練習」  

「漢字の締習」は二つに分かれているので、サブメニュー（＜図15＞）で選ぷ。  

＜図－15＞  

「意味練習」は、「予習」での語の形  

と意味の←致を英語人力で確認するも   

の。  

メニューをえらんでください（写818tt＝ほ■帥再  

1；意味練習（▲e拙i爪l）   

5：辰み績習（ー朗di叫）   

9； 練習払丁（引Id）  

「読み練習」は、「予習」での語の形  

と読みの一致をひらがな入力で確認す  

るもの。   
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「意味練習」では、類義の英単語が多いので、「予習」を十分に行い、漢字教材rBASICKA叩  

B00E」に載っている意味を入力しなければならない。しかし、＜図－16＞のように、「help」機  

能がついているので、よく分からなければ、「anSWer」で意味を見てから人力できるし、また  

「reading」で読みを見ることもできる。  

＜囲－16＞  

l：r亡ad【n亡  

君：i几S■er  

川TI√TI人力   

薪耶  a n印8piper  

そうです（0Ⅰ）  

l恥tu川】  SCOI柑：11／lⅥ  

入力チャンスは、二回である。一回目の誤答については、「ざんねんですね。がんばってくださ  

い。」と出るだけであるが、二回目の誤答には、すぐ上から正答が出る。二回というのは厳しいよ  

うであるが、漢字は見た瞬間に分からなければ役に立たないという面がある。すぐ答えられなけれ  

ば「覚えた」と見なされないという判断を習慣づける意図がある。＜図－16＞の左下の「SCORE」  
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は正答数のことで，「SCORElO／40」というのは、この課の漢字の語彙は40語で、その内10語を  

与えられた二回のチャンスのうちに答えたということである。ここでは左上に「No．40－12」とあ  

るから、それまでの11語中10語が正答であるという意味である。   

「読み練習」は、1986年から改訂を加えながら筑波大学留学生教育センターで使用してきたもの  

に一番近い。今回はさらに自習をしやすくするための機能をつけ加えた。「help」の機能に  

「JIteaTlingJ「answer」の他に「hint」で、語の末習の部分の読みを見ることができる。次の  

ページにあるく囲－17＞の左の涜れを見てほしい。「中心」という漢字語の読みを人力する問題だ  

が、そのうちの「心」という漢字は、この練習の課を学習する時にはまだ末習である。それで、  

「help」、そして「hint」を押すと、「   しん」という部分の読みを見ることができる。人力  

チャンスは「意味練習」と同じく二回である。く囲皿17＞の右の流れは、答えを間違った場合であ  

る。－一回目の誤答には、画面の右下に「ちがいます（wrong）」と出る他に、入力の間遠った読み  

の下に「？」がつく。二回目に間違えると、誤答の上に正答が出る。  
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入 る  
い る  
？ 7 ？  

SCORE：2／‖  

ちがいます（▼rOnE〉  

lR¢lurn】  

入 る  

い れ る  
？ 7  

5CORE：2／M  

入 る   

は い る  
ざんねんですね  
がんはってください  

【餌lu川】   
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そして、「漢字の練習」では、課の終わりに二回入力しても正答が出せなかった語のリストが  

＜図一18＞のように出る。これは課の終わりにその課の覚えにくかった語を復習するチャンスを与  

えるためのものである。  

＜囲－18＞  

画面（l】  

次の漢字をよく勉強して下さい   

行 いく  旅行する りょこうする  
行 おこなう  来る  くる  
来
来
帰
食
 
 

月  

日する  

国する  
事  

らいげつ  来年  らいねん  
らいにちする  帰る  かえる  

垂こくする  食べる  たぺる  

しょくじ  食べ物  たべもの  

ゆうしょく  飲む  のむ  
いんしゅ  飲物  のみもの  

画面助  

次の漢字をよく勉強して下きい  

見る  みる  

意見  いけん  

聞く  きく  

新聞  しんぶん  

読み  よみ  

読者  どくしゃ  

書道  しょどう  

話す  はなす  

【防C】：to pagel  

見せる  みせる  

見物する けんぶつする  

聞こえる きこえる  
読む  よむ  

読書  どくし上  

着く  かく  

書店  し上てん  

会話  かいわ  
【Return】：end  

4．5 「ま宇の復習」   

語レベルでは意味が分かったり読めたりしても、文となると急に分かりにくくなるのが通例であ  

る。一つには、語は2－3年見ればよいのに比べ、文は漢字ばかりでなく、ひらがな、かたかなが  

入り交じった長い文字の羅列であるから、漢字を一つ一つ読んでいくだけでかなりのエネルギーを  

費やすし、どこからどこまでが一語なのか判断しにくい。また語レベルの読みでは、それが音読み  

かあるいは訓読みか見当がつけられても、文の中で音訓の読み分けができるとは限らない。最終的  

には文単位で読んで理解することができるのが、ここでの藻字学習の目標であるから、文を読む練  
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習は不可避である。   

ここでは、『BASICKA叩BOOX 基本漢字500』の「読み練習I」にある文を読むことにし  

た。「会社は病院の右にあります。」という文ではく図－19＞のように、「会社」と「病院」と  

「右」を次々に読ませる。  

＜囲－19＞  
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そして、三つとも読み終わると、＜図－20＞のように、その文の語の読みが  

全部いっしょに出てくる。「hint」では、文の英訳が出るので、文が読めるようになったら、文の  

意味も考えるとよい。ここでは、学生が読めると判断した語は、「neXtWOrd」で次の語へ、分か  

ると判断した文は、「neXt Sent．」で次の文へと進むことができる。  

く回20＞  

1：pra¢ti仁e  
；8誉で；脈打躍顎甑苧   

3：きnS甘er  

l：止eXt ▼Ord   

5：∩¢Xt Sent．   

も：¢nd  1）  2） 3）  
会社は病院の右にあります。  

The 亡071panyis QTし tlle Ti島bt¢flhB bひSpilal．  

‖会社  

SCOR且 8／26  

5．問題点と今後の課題  

「漢字CAIの試み」（1987）では、漢字CAIに関して以下の6つの開題点が指摘されている。  

1）漢字CAIのコース全体に占める位置、割合の問題  

2）漢字CAIの塑巨使い方の問題  

3）漢字教材の閃電  

4）cAIプログラムの様式・形式・入力方法などの問題  

5）学習記録・評価の問題  

6）プログラムの体系化の問題  
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このうち、1）と2）に関しては、4年間の実践を通じて、本稿の2節にまとめたような位置づけ、  

予習確認型、復習塑、の2種の使い方にほほ定着したようである。もちろん将来、ハ什ド面の進歩  

によって、よりコミュニカティプなCAI、エキスパート・システムのような知的CAIなどが可  

能になれば、これらは一変するかもしれない。が、そのようなCAIの実現には、プロのコンピュ  

ータ・エンジニアの方々との共同研究、共同開発の体制がなければ、とても日本語教師の側だけで  

できる仕事ではない。当面は、この位置づけの範閃で、教材や授業をより充実させることに力を注  

ぐペきであろう。   

3）の問題も、19卯年に作成したF基本漢字の練習Ⅰ・Ⅱ（試用版＝ を改訂しながら2年間使っ  

たものを、1989年に FBAS王CKANJIBOOK 基本漢字500』の形で出版し、主教材との2本立ての  

路線がほほ定着している。少なくとも、初級の漢字については、かなり教材の体系化、実用化が実  

現できたのでないかと思っている。問題は、そこから中・上級へ進む橋渡しの役目をする散村の開  

発であろう。中・上級の読解で問題となることの一つ にれが非漢字系学習者にはかなり大きな問  

題となるが）に漢語の彿造と用法がある。 FBASICKAⅣJ＝さ00K 基本漢字500』でもその後半で  

練習を始めている漢字の接辞的用法、複合語の構造に加えて、専門書や新聞などでの漢語の用法に  

ついて、体系的に解説する必要がある。また、今まで、単漢字から語へ、語から文へ、という方向  

（語から複合語へという中間段階も含む）に練習をさせてきたが、ある程度漢字の力がついてきた  

ら、今度はいかに文や文章の読みに漢字力を使うかという方向、つまり日本人や漢字系の人々が速  

読に使っている「漢字の拾い読み」技術のようなものをも考えていか射ナればならないのではない  

だろうか。これらは、大きく「読解」教育の問題に組み入れられていくべきであろう。   

4）の問題に関連して、細かいことではあるが、ローマ字の人力方法を統一する問題もある。以前  

の漢字CAIプログラムでは、「ん」は「醐】、「つ」は「Q」で入力していた。今回の FNS  

FJの漢字］プログラムでは、「ん」が「N」、「つ」は2童子昔（「きって」なら「KITTE」  

と入れる）としているが．もう一つのプログラム FTotalBasic Kanji」では「NN」と2童子  

昔、となっている。   

また．今回新しく作られた2本の湊字CAI7’ログラムと、FNSFJlの文法CA17’ログラ  

ムは、すべて2H工）のフロッピーを使い、MS－DOS上で動くので、データはワープロ・ソフト  

F一太郎jで書くことができるが、以前に作られたプログラムは全部2DDのフロッピーでワープ  

ロ・ソフト F桧j を使って作られたため、その間のプログラム変換ヤデータの交換などができない。  

そのため、過去に使われていたよいCA王政材が使われなくなるという問題も起きている。コンピ  

ュータの機種も購入時期が異なるとかなり容量や性能が変わってきて、片方でできることがもう片  

方ではできない、といった不便もある。このような状況が続く限り、我々ユーザー側としては、C  

Al教材を作成したり、その形態を考えたりする際に、のちのち困らないように自衛手段を考えて  

おかなければならをいことになり、もしそれが「冒険は慎む」という傾向になるとすれば、まだ開  

発の遅れているCAIの分野にとっては損失になるかもしれない。コンピュータ・メーカ岬やその  
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コンピュータ技術の分野の方々にも深慮遠望をお願いしたいところである。   

5）の問題は、実は全く研究が滞っているところであり、相変わらず学習者の履歴はとり続けてい  

るものの、それをどう分析、整理して、コースウェアに生かすか、まだ五里霧中の状態である。今  

後この問題に関しては、当センターの評価研究グループと協力して考えていかなければならないと  

思っている。   

6）のプログラムの体系化の問題も大きい。漢字CAIだけでも、FNS FJの漢字」、FTotal  

Basic tくa山り、そして市販のソフト F漢字の基礎』と F浜手書き練習辞典』7）などがそろい、  

読み練習だけでなく、手書き練習や聞き取り練習など、給合的な学習が可能になってきた。しかし、  

問題は、それらのCAI教材間の関連づけ、位置づけ、体系化をどうするかということである。さ  

らに、本稿でも触れたように、現在のところ、文法CAIと漢字CAIがそれぞれの立場から、出  

題形式ヤヒント、KRなどで総合化を目指して歩み寄っているところであるが、まだ共同研究の体  

制にまでは至っていない。システムとしての体系化は、ハードの面で、データベース辞書の使用ヤ  

音声の使用が可能になれば、読解練習ヤ聴解練習のCAlも含めた形で検許されていくことになろ  

う。   

最後になるが、今までの漢字CAIは、もっぱら言語の理解面、すなわち「読み」や「意味」の  

学習に重点をおいて行われてきた。非漢字系の学習者の場合、理解面が精一杯で、なかなか使用の  

面まではいけないのが現状であり、また学習者のニーズも圧倒的に理解面が大きいことがその理由  

であるが、今後の可能性として、ワープロ横能を使った作文練習なども考えられるかもしれないこ  

とを指摘して、今回の報告としたい。  

（本論文は平成元年度筑波大学学内プロジェクト研究からの助成に基づくものである）  

注   

1）文献11rコミュニカティブ・アプローチと英語教育jのp、59にコミュニカティブ・アプロ  

ーチにおける指導法の原則の一つとして、「自分が何をしているかを知るべし」というのが挙  

げられている。   

2）文献4「基本漢字の選定」に、そのような観点に立った学習漢字の選択、検討の過程が報告  

してある。   

3）教材の改良、授業の改善などの点に関しては、本論集にそれぞれ該当論文が掲載されている  

ので、参照してほしい。文法のCAlに関しては、文献の8、9も参照のこと。   

41日本語数科書・教材の4、FNelWSituatlOnalFunclional】apaneseJ（全23謀）詳しい  

内容は、本論集中の該当論文を参輯のこと。   

5）漢字を「読む」ことと「書く」こととは、学習メカニズムから考えても、別々のプロセスを  

とると考えられるが、このコースでいう漢字学習の場合は主に漠字を「読む」ことを目標とし  

たものであり、「書く」ことはあくまでも識字力を高めるための手段として扱われている。た  
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だし「書く」ことは、手を使うことによる運動記憶を漢字の記憶に利用する方法としても有効  

であり、特に漢字の初心者にとって、「書く」ことなしに字形を覚えるというのはほとんど不  

可能だといえる。しかL、現在当センターで作成、使用中のCAIでは、漢字の書き練習をさ  

せるのはまだ無理であり、もっぱら読み練習に限られている。注の7）を参照のこと。  

6〕もちろん、CAIの方のハード面がもっと充実し、音声や画像、アニメーションなどが使用  

可能になって、さらにプログラミングのほうも専門家に任せられるようになれば、CAIのあ   

り方そのものももっとコミュニカティブなものに変わる可能性もある。読解のCA tや作文の   

CAlなどが作られ、文法のCAIと合わせてネットワpク化されれば、真の総合化も実現可  

能であろう。ここで述べたことは、あくまで現在のような容量のレベルのスタンド・アロン式  

のマイクロ・コンピュータを利用した、日本語教師の手作りによるCA tに関してであること   

をお断りしておく。  

7）日本語教科書・教材の1と2。このCAIソフトは、マイクロ・コンピュータに音声装置と  

手書きタブレットをつけて使用することにより、喪字の読み練習だけでなく、「聞き」と「読  

み」と「書き」との結合練習を可能にしている。このソフトの学習漢字は『BASICKA醐  

BOOK基本漢字500』の500宇と共通しているが、提出順や課の構成、練習形式などは異な   

っているので、ある程度既習漢字数が増えた時点で使い始めると、整理・応用に役立つ。『涙  

字書き練習辞典』のほうは、クラスで1度使い方を数えるのみで、あとは学生の課外自習に任  

せている。  
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